
ポ
イ
捨
て
を
な
く
し
、
美
し
い
町
に
し
ま
し
ょ
う
。
ル
ー
ル
を
守
る
あ
な
た
の
気
持
ち
が
環
境
を
守
り
ま
す
！

　

１
月
７
日
（日）
、
朝
日
町
体
育
館
に
お
い
て
、

「
平
成
19
年
朝
日
町
・
川
越
町
合
同
出
初
式
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
来
な
ら
朝
日
小
学
校

校
庭
で
の
開
催
で
し
た
が
、
前
日
か
ら
降
っ
た

雪
の
た
め
、
朝
日
町
体
育
館
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
室
内
に
も
関
わ
ら
ず
厳
し
い
寒
さ
の

中
、
参
加
し
た
朝
日
・
川
越
両
町
消
防
団
員
が

整
列
し
、
凛
と
し
た
中
で
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

朝
日
町
長
の
告
辞
の
後
、
功
労
賞
や
勤
続
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
消
防
団
員

の
み
な
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
川
越
町
長
表
彰
〉

【
功
労
章
】
前
田
浩
司
（
第
１
分
団
）
、
真
弓

和
也
（
第
３
分
団
）
、
水
越
智
久
（
第
５
分
団
）
、

関
口
祐
多
佳
（
第
10
分
団
）

【
５
年
勤
続
表
彰
】
糸
田
和
仁
（
第
１
機
動
隊
）
、

渡
辺
一
矢
（
第
２
分
団
）
、
水
越
昌
彦
（
第
５

分
団
）
、
澤
崎
秀
人
（
第
８
分
団
）
、
岡
村
昭

佳
（
第
８
分
団
）
、
野
間
祐
吉
（
第
10
分
団
）

【
10
年
勤
続
表
彰
】
陣
田
浩
光
（
第
２
分
団
）
、

早
川
和
郎
（
第
３
分
団
）
、
荒
木
義
久
（
第
７

分
団
）
、
森　

徹
（
第
７
分
団
）
、
伊
藤
芳
浩

（
第
９
分
団
）
、
山
口
貴
史
（
第
10
分
団
）

【
15
年
勤
続
表
彰
】
伊
井
雅
春
（
副
団
長
）
、

片
山
勇
樹
（
第
１
分
団
）
、
石
川
雅
貴
（
第
４

分
団
）
、
牧
野
正
直
（
第
８
分
団
）
、
野
嵜　

広
（
第
９
分
団
）

【
20
年
勤
続
表
彰
】
牧
野
良
成
（
第
８
分
団
）

力を込めてもちをつきます。
がんばった分、もちがおいしい！

　

12
月
16
日
（土）
、
中
央
公
民
館
前
で
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
も
ち
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
、

参
加
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
会
員
60
名
が

10
名
づ
つ
の
班
に
分
か
れ
て
、
も
ち
つ
き
を

体
験
し
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
も
ち
つ
き
に
初

め
は
戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、
み
ん
な
す
ぐ

に
上
手
く
つ
け
る
よ
う
に
な
り
、
明
る
い
笑

顔
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
、
自
分
た
ち
で
つ
い
た
も
ち
を
そ
れ
ぞ

れ
、
き
な
粉
も
ち
、
シ
ー
チ
キ
ン
マ
ヨ
ネ
ー

ズ
も
ち
な
ど
、
６
種
類
の
も
ち
に
し
て
食
べ

ま
し
た
。

平
成
１９
年  

朝
日
町
・
川
越
町
出
初
式
を
開
催 川

越
町
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ

も
ち
つ
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

川
越
町
消
防
団
が
夜
警
に
出
動

雪の日にもかかわらず出動です。

町
内
の
み
な
さ
ん
を
守
る
た
め

繋
が
る
タ
ス
キ
。
序
盤
は
順
位
が

激
し
く
入
れ
替
わ
り
ま
し
た
。

第
３２
回
川
越
町
駅
伝
大
会　

―
町
内
約
２０
㎞
、タ
ス
キ
を
繋
ぐ
―

交通安全教室写真

真剣な表情で教室に参加するみなさんの様子。
身近なところにも危険があることを学びました。

北
小
学
校
で
自
転
車
の
交
通
安
全
教
室

　

12
月
18
日
（月）
、
川
越
北
小
学
校

体
育
館
で
北
小
学
校
交
通
少
年
団

の
６
年
生
を
対
象
に
自
転
車
の
交

通
安
全
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
交
通
事
故
の
危
険
性

に
つ
い
て
の
ビ
デ
オ
試
写
の
後
、

四
日
市
北
警
察
署
の
方
か
ら
体
育

館
に
設
置
さ
れ
た
死
角
の
あ
る
交

差
点
で
、
実
際
に
自
転
車
に
乗
っ

て
安
全
確
認
の
大
切
さ
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。

凛々しく、また艶やかな姿のみなさん。
初々しさの中に逞しさが感じられます。

雪のため、体育館で行われた出初式の様子。
号令が静かな室内に響き渡ります。

圧
勝
！
南
福
崎
８
連
覇

　

12
月
25
日
（月）
〜
12
月
31
日
（日）
の
間
、
川
越
町

消
防
団
に
よ
る
夜
警
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
毎
年
、
町
内
の
警
備
と
啓
発
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

各
地
区
の
消
防
団
員
が
期

間
中
毎
日
、
夜
間
に
消
防

車
に
乗
っ
て
町
内
を
巡
回

し
ま
す
。

　

1
月
14
日
（日）
、
川
越
町
全
域

を
走
る
第
32
回
川
越
町
駅
伝
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
レ
ー
ス
中
盤
ま
で
、
南
福
崎
地
区
と
当
新
田
地
区
に
よ
る

接
戦
で
し
た
が
、
終
盤
に
入
る
と
南
福
崎
地
区
が
一
気
に
差
を
付
け
、
昨
年
度
優
勝

の
強
さ
を
見
せ
ま
し
た
。
【
区
間
賞
】
１
区
荒
木
大
輔
（
天
神
）
、
２
区
加
藤
翔
子

（
亀
崎
）
、
３
区
星
野
友
成
（
豊
田
一
色
）
、

４
区
山
本
薫
子
（
南
福
崎
）
、
５
区
陣
田
愛
紗

美
（
豊
田
）
、
６
区
海
江
元
則
保
（
南
福
崎
）
、

７
区
伊
藤
幸
洋
（
亀
崎
）
、
８
区
石
原
宗
幸
（
豊

田
一
色
）
、
９
区
山
本
恭
裕
（
南
福
崎
）
、
10

区
川
村
理
沙
（
豊
田
）
、
11
区
佐
藤
直
行
（
天

神
）

優　勝　　南福崎

準優勝　　当新田

３　位　　天　神

４　位 　豊田一色

５　位　　豊　田

６　位　　高　松

７　位　　亀　崎

８　位　　北福崎

大会結果

〈
三
重
県
消
防
協
会
長
表
彰
〉

【
表
彰
徽
章
】
糸
田
和
仁
（
第
１
機
動
隊
）
、

渡
辺
一
矢
（
第
２
分
団
）
、
水
越
昌
彦
（
第
５

分
団
）
、
澤
崎
秀
人
（
第
８
分
団
）
、
岡
村
昭

佳
（
第
８
分
団
）
、
野
間
祐
吉
（
第
10
分
団
）

【
精
勤
章
】
伊
井
雅
春
（
副
団
長
）
、
牧
野
良

成
（
第
８
分
団
）

〈
三
重
県
消
防
協
会
北
勢
支
会
長
表
彰
〉

【
表
彰
徽
章
】
大
久
保
輝
之
（
第
１
機
動
隊
）
、

陣
田
和
夫
（
第
２
分
団
）
、
水
越　

進
（
第
４

分
団
）
、
山
下
高
史
（
第
５
分
団
）
、
荒
川　

剛
（
第
６
分
団
）
、
北
畠　

如
（
第
７
分
団
）

【
団
員
功
労
表
彰
】
内
田
守
和
（
第
３
分
団
）
、

牧
野
良
成
（
第
８
分
団
）

笠田しほりさんによる謝辞の様子。

同級生との再会に会話もはずみます。

　

１
月
８
日
（
月
・
祝
）
、
あ
い
あ
い
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
平
成
19
年
成
人
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
川
越
町
で
今
年
成
人
を
迎
え
る

の
は
123
名
で
、
式
典
に
は
男
性
50
名
、
女
性

44
名
の
合
わ
せ
て
94
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
新
成
人
代
表
と
し
て
、
記
念
品
を

寺
本
拓
真
さ
ん
が
受
け
と
り
、
謝
辞
を
笠
田

し
ほ
り
さ
ん
が
読
み
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
中
学
校
時
代
の
恩
師

か
ら
の
言
葉
に
、
会
場
か
ら
は
拍
手
と
笑
顔

が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

平
成
19
年
成
人
式

89


